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町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

町
政
に
臨
む
基
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姿
勢

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

令
和
７
年
厚
岸
町
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
町
政
執
行
に
関
す
る

私
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
、
わ
が
国
は『
戦
後
80
年
』、
そ
し
て

『
昭
和
１
０
０
年
』と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

　

戦
後
80
年
を
迎
え
、
国
の
内
外
に
お
い

て
、
痛
ま
し
く
も
散
華
せ
ら
れ
た
２
４
５

人
の
本
町
出
身
の
戦
没
者
の
方
々
を
偲
ぶ

時
、
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
深

い
悲
し
み
で
あ
り
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま

す
。

　

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
の
割
合
が
、
わ
が

国
の
総
人
口
の
９
割
に
迫
ろ
う
と
し
て
い

る
今
日
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
恒
久
の
平
和
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
、
改
め
て
痛
感
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
な
お『
北
方
領
土
問
題
』の
解

決
を
見
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
厚
岸
町
と
山
形
県
村
山
市
の
友
好
都

市
の
盟
約
を
結
ぶ
縁
と
な
っ
た
北
方
領
土

探
検
の
先
覚
者『
最
上
徳
内
翁
』の
偉
大
な

る
足
跡
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

徳
内
翁
は
、
蝦
夷
地（
北
海
道
）調
査
の

拠
点
を
厚
岸
町
と
し
て
、
遠
く
北
方
四
島

の
国
後
島
、
択
捉
島
へ
の
実
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
７
９
８
年
に
は
、

江
戸
時
代
の
探
検
家
・
近
藤
重
蔵
氏
と
共

に
択
捉
島
に
渡
り
、『
大
日
本
恵
登
呂
府
』

と
記
し
た
標
柱
を
立
て
、
日
本
の
領
土
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
北
方
四
島
は
、
１

８
５
５
年
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
で
結

ば
れ
た『
日
魯
通
好
条
約
』に
よ
り
、
日
本

の
領
土
と
し
て
確
定
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
当
時

の
ソ
連
軍
に
よ
り
不
法
に
占
拠
さ
れ
、
１

万
７
２
９
１
人
の
元
島
民
は
、
７
割
の
方

々
が
他
界
さ
れ
、
平
均
年
齢
も
89
歳
と
な

っ
て
い
る
今
も
、
北
方
領
土
問
題
が
解
決

さ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誠

に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
11
月
『
村
山
市
市
制
施
行

70
周
年
記
念
式
典
』
に
参
加
の
た
め
、
村

山
市
を
訪
問
し
、
徳
内
翁
を
偲
び
、
さ
ら

に
、『
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
』の
重
要

性
を
強
く
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
厚
岸
町
は
、
本
年
、
町
制
施

行
１
２
５
周
年
を
迎
え
、
大
き
な
意
義
を

有
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
現
在
、
そ
し

て
、
そ
の
先
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら

な
る
厚
岸
町
の
発
展
の
た
め
、
全
力
で
町

政
運
営
に
邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　　

本
年
度
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る『（
仮

称
）厚
岸
町
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
』の
整
備

を
柱
と
す
る
『
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
防
災
・
減
災
施
策
』

の
ほ
か
、『
基
幹
産
業
の
振
興
に
係
る
施
策
』、

『
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公
園
の
誕
生
に

伴
う
観
光
振
興
施
策
』、
さ
ら
に
は
、『
町

令和7年度の
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執
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方
針

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

厚
岸
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岸
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長
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靖

民
要
望
や
継
続
事
業
へ
の
課
題
』、『
将
来

を
見
据
え
た
重
要
な
課
題
』
に
対
す
る
施

策
の
5
点
を
重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
、

若
狹
町
政
６
期
目
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
約
束
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
町
の
飛
躍
的
な
発
展
に
大

き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
北
海
道
横
断
自

動
車
道
根
室
線『
尾
幌
糸
魚
沢
道
路
』の
早

期
完
成
と『
別
保
・
尾
幌
間
』の
新
規
事
業

化
を
引
き
続
き
国
へ
強
く
要
請
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
新
た
な
『
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
』と
し
て
策
定
し
た『
第
６

期
厚
岸
町
総
合
計
画
・
後
期
行
動
計
画
』

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　

本
計
画
を
、〝
あ
っ
け
し
〞の
力
強
い
未

来
に
向
け
た『
道
し
る
べ
』と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
推
進
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
誰
も
が
心
か
ら
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
を

目
指
す
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
私
が
取
り
組

む
主
要
な
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
『
第

６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
』
の
５
つ
の
将
来

像
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
、だ
れ
も
が
安
全
・

安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
『
第
２
期
厚

岸
町
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本
計

　一年間のまちづくりの方針を示すのが町政執
行方針です。
　そして、それを実行するために必要なのが予
算です。
　その内容を審議する町議会第1回定例会が3
月5日から11日まで開かれ、予算案などが議決
されました。
　今月号では、若狹靖町長が初日に行った町政
執行方針、滝川敦善教育長が行った教育行政執
行方針、そして令和7年度予算の概要をお知ら
せします。

さ
ん
か

さ
ん
げ

も
が
み
と
く
な
い
お
う

ま
い
し
ん

画
』
に
基
づ
き
、
町
民
、
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
る
厚
岸
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
世
界
的
な
問
題
で
一
昨
年
本
町
で
開

催
さ
れ
た
『
第
42
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
』
北
海
道
大
会
の
基
本
方
針
で
も

あ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
と
し

て
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
海

岸
漂
着
ご
み
や
漁
業
者
が
操
業
中
に
回
収

し
た
漂
流
・
海
底
ご
み
の
適
正
な
処
理
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
『
厚

岸
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
・
区
域

施
策
編
』
に
基
づ
き
、
近
年
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
保
全
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
両
立
し
た
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
、
『
厚
岸
町
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
』
を
広

く
公
開
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適

地
誘
導
と
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

り
、
町
内
へ
の
円
滑
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
環
境
へ
の
負
荷
が

大
き
か
っ
た
温
水
プ
ー
ル
の
重
油
ボ
イ
ラ

ー
を
、
木
材
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
へ
切
り
替
え
、
本

年
度
か
ら
稼
働
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
、
事
業

者
を
対
象
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
関

主
要
な
施
策
の
推
進

主
要
な
施
策
の
推
進

す
る
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
経
営
を
図
る

た
め
、『
厚
岸
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
』の

見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
宮
園
地
区
に
お
い

て
耐
震
管
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
太
田
・
片
無
去
地
区
に
お
け
る
営
農
用

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
道
営
事
業

と
合
わ
せ
て
、
水
道
管
の
更
新
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、
新
た
に
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
を
適
用
し
た
公
営
企
業
会
計
に
よ
り
、

事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
湾
月
地
区

の
汚
水
管
整
備
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、

終
末
処
理
場
な
ど
の
老
朽
化
し
た
施
設
更

新
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
『
尾
幌
糸
魚

沢
道
路
』の
早
期
完
成
と『
別
保
・
尾
幌
間
』

の
新
規
事
業
化
の
た
め
、
引
き
続
き
関
係

市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
事
業
予

算
確
保
に
向
け
た
要
請
活
動
や
機
運
醸
成

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
床
潭
末
広
間
道
路
、

太
田
２
号
道
路
、
太
田
地
区
防
雪
柵
、
実

験
所
道
路
法
面
の
整
備
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に

港
町
２
条
通
り
の
車
道
と
歩
道
の
改
修
を

行
う
ほ
か
、
真
竜
神
社
通
り
に
お
け
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
の
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
花

咲
線
の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
沿
線
自
治

体
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
利
用
促

進
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線

の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
必
要
な
支
援
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
交
通
路
線
の
利
便
性
を
確

保
す
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
経

路
見
直
し
を
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
町
内
公
共
交
通
の
担
い
手
と
な

る
運
転
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
白
浜

団
地
の
給
水
管
の
更
新
お
よ
び
外
壁
と
屋

根
の
改
修
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

有
明
団
地
１
棟
の
解
体
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
省
エ
ネ
・
バ
リ
ア


